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春日歴史民俗資料館

特別展

つわものどもが夢の跡～黒井城と直正～

〒669-4141  兵庫県丹波市春日町黒井496-2　　℡0795-70-0819（丹波市教育委員会文化財課）

●開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）　

●休館日　　 月曜日(祝日の場合はその翌日)

●入館料　   大人 200円（150円）・中学生 100円（70円）・小学生 50円（30円）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）団体料金　　ココロンカード利用可

丹波市立春日歴史民俗資料館

　関連講座　

   「赤井公招魂碑について」　

　    講　師　丹波市文化財保護審議会委員

　　　             　　　　　　　　　　山内　順子氏

　    と　き　 令和2年2月2日（日）午後1時30分～

　    ところ　春日住民センター   大会議室

　「丹波の赤鬼」と呼ばれて恐れられた直正は、享禄２年(１５２９) 後屋城主赤井時家の二男として生まれ

ました。荻野氏の養子に送り込まれ朝日城主となり、天文２３年（１５５４）１月２日叔父にあたる黒井城主の

荻野伊豫守秋清を倒しました。黒井城主となった直正は、以後悪右衛門直正を名乗ります。

　天正３年（１５７５）に始まる明智光秀の丹波攻めでは、1度は光秀

を敗走させましたが、戦のさなか病に倒れ、天正６年（１５７８）年３

月９日亡くなりました。そして、翌7年（１５７９）8月9日黒井城はつい

に落城しました。

  今回の特別展では、光秀も手を焼いた丹波攻めと黒井城・直正

を中心に戦国時代の様子を紹介します。

●主な展示資料�

     赤井時家書状（個人寄託）　　　　　　　　　    　　　　赤井忠家坐像（鷲住寺蔵）

     赤井時家・荻野直正連署書状（個人蔵)       　　　 武田勝頼書状（個人寄託）

     伝荻野直正所用槍（個人蔵）　　　　　　　　   　　　　黒井城下絵図（個人寄託）

     荻野直正書状（個人寄託）　　　　　　　　　　　　　　　明智光秀禁制（円通寺蔵）

     明智光秀折紙（個人蔵）　　　　　　　　　　     　　　　斎藤利三判物（白毫寺蔵）   

     安土古城図（丹波市蔵）　　　　　　　　　　     　　　　織田信長画像（丹波市蔵）　市指定　

     織田信長判物（丹波市蔵）　市指定　　　　　 　　　　堀尾吉晴田地寄進状（柏原八幡神社蔵）

JR福知山線黒井駅下車徒歩10分
舞鶴若狭自動車道・北近畿豊岡道春日ICから
車で５分

絵本太閤記


